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黒
部
博
英
議
員
（
自
民
）　

常
陸
大

宮
市
の
若
手
商
業
者
有
志
が
組
織
す

る
「
あ
き
な
い
組
」
な
ど
が
空
き
店

舗
活
用
な
ど
の
商
店
街
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
事
業
費
助
成
だ

け
で
な
く
、
円
滑
で
効
果
的
な
事
業

実
施
の
た
め
、
そ
の
過
程
に
お
け
る

支
援
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

商
工
労
働
部
長　

県
で
は
意
欲
的
な

商
店
会
や
有
志
の
勉
強
会
な
ど
に
参

加
し
、
先
進
事
例
紹
介
や
助
言
を
行

い
、
経
営
力
向
上
の
た
め
の
研
修
会

の
開
催
な
ど
に
よ
り
人
材
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
努
め
て
い
る
。

議
員　

県
北
地
域
は
人
口
減
少
・
高

齢
化
が
進
む
が
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
維
持
す
る
た
め
豊
富
な
地
域

資
源
を
活
用
す
べ
き
だ
が
、
ど
の
よ

う
に
地
域
振
興
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

雇
用
確
保
の
た
め
の
企
業
誘

致
な
ど
で
定
住
人
口
を
確
保
し
、
久

慈
川
の
清
流
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

か
し
た
広
域
周
遊
観
光
、
体
験
型
教

育
旅
行
な
ど
に
よ
り
交
流
人
口
を
拡

大
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
少
子
化
対
策
と
し
て
出

生
数
増
加
に
つ
な
が
る
今
後
五
年
間

の
取
り
組
み
、
保
育
所
へ
の
看
護
師

配
置
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

遠
藤
実
議
員
（
民
主
）　

県
は
、
地

域
の
資
源
を
活
用
し
た
県
内
各
地

の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
、
最
大

限
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
地
域
振
興
担
当
部
局
が

率
先
し
て
庁
内
を
取
り
ま
と
め
る

体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

知
事　

企
画
部
を
中
心
に
関
係
部

局
が
連
携
し
、
で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村
と
連
携

し
、
広
域
的
な
立
場
か
ら
魅
力
的
で

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

議
員　

自
殺
対
策
の
推
進
に
は
、
生

活
、
労
働
、
福
祉
な
ど
の
各
分
野
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
、
市
町
村

と
の
密
接
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

県
が
主
導
力
を
発
揮
し
て
、
各
分
野

へ
の
一
層
の
働
き
か
け
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

知
事　
「
い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
と
い
の
ち

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
の
提
案
を

踏
ま
え
、
各
分
野
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
進
め
、
併
せ
て
、
市
町
村
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
の
支
援
も
行
う
。

（
ほ
か
に
、
難
病
患
者
の
支
援
強
化
、

学
校
と
地
域
の
連
携
の
推
進
、
救
急

医
療
体
制
の
強
化
な
ど
も
質
問
）

横
山
忠
市
議
員
（
自
民
）　

茨
城
空

港
へ
の
新
規
就
航
の
見
通
し
と
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

航
空
会
社
か
ら
年
度
内
開
設

を
表
明
さ
れ
て
い
る
札
幌
便
に
つ
い

て
、
で
き
る
だ
け
早
期
の
就
航
に
向

け
て
働
き
か
け
る
。
今
後
、
ま
ず
現

在
の
路
線
の
利
用
促
進
を
図
り
、
運

航
実
績
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ

り
重
要
な
就
航
促
進
策
で
あ
り
、
需

要
開
拓
に
力
を
注
ぎ
、
増
便
や
新
規

路
線
開
設
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

農
家
の
努
力
が
報
わ
れ
、
生

計
維
持
に
必
要
な
所
得
が
農
業
で
得

ら
れ
な
け
れ
ば
、
地
域
農
業
を
支
え

る
後
継
者
な
ど
の
確
保
も
期
待
で
き

な
い
。
生
活
で
き
る
農
業
の
実
現
に

向
け
て
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

地
元
農
業
者
な
ど

の
努
力
を
実
の
あ
る
も
の
に
育
て
、

生
活
で
き
る
農
業
を
目
指
し
、
さ
ら

に
、
儲
か
る
農
業
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
き
め
細
か
く
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
道
山
田
玉
造
線
及
び

県
道
鹿
田
玉
造
線
の
整
備
、
梶
無
川

及
び
城
下
川
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

一般質問（要旨）

プログラムチャーター便として
開設された春秋航空上海便

茨
城
空
港
の
就
航
対
策
は

需
要
開
拓
に
力
を
注
ぎ
、

増
便
や
新
規
路
線
の
開
設
を
要
請

特色溢れる元気な地域づくりへの支援を
（なかひまわりフェスティバルと
ひまわり大使ナカマロちゃん）

県
の
地
域
振
興
へ
の
支
援
体
制
は

広
域
的
立
場
か
ら
地
域
づ
く
り
を
推
進

商
店
街
活
性
化
に
対
す
る
県
の
支
援
は

勉
強
会
で
の
助
言
や

研
修
会
開
催
な
ど
に
よ
り
支
援

あきない組が運営する
駄菓子屋「あきない屋」

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た 

請
願
の
審
査
結
果

不
…
不
採
択
／
継
…
継
続
審
査 継

環
境
商
工
委
員
会

○
常
総
市
に
新
た
な
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
を
認
め
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願

保
健
福
祉
委
員
会

○
ど
の
子
も
い
き
い
き
育
つ
「
子
育
て
支
援
」
を
求
め
る
請
願

○
蔓
延
す
る
刺
青
感
染
被
害
に
対
し
、
似
非
・
モ
グ
リ
・
素
人
の
類
・

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
・
ア
ー
ト
メ
イ
ク
店
等
に
よ
る
刺
青
（
入
れ
墨
）

感
染
被
害
対
策
課
（
仮
称
）
の
設
置
並
び
に
似
非
・
モ
グ
リ
・

素
人
の
類
・
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
・
ア
ー
ト
メ
イ
ク
店
等
に
よ
る
刺

青
（
入
れ
墨
）
に
対
す
る
感
染
被
害
対
策
条
例
（
仮
称
）
の
新

設
を
求
め
る
請
願

不

文
教
治
安
委
員
会

○
水
戸
駅
北
口
国
道
50
号
「
黄
門
さ
ん
通
り
」
に
お
け
る
駐
車
帯

の
設
置
と
道
路
使
用
許
可
の
簡
略
化
を
求
め
る
請
願

○
ど
の
子
も
い
き
い
き
育
つ
「
子
育
て
支
援
」
を
求
め
る
請
願

○
総
和
高
校
の
存
続
を
求
め
る
請
願

不継 不継

飯
泉　
　

淳（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

大
高　

伸
一（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

高
橋　
　

靖（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

田
村
け
い
子（
公　
　

明　
　

党
）

　
「
茨
城
県
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り
８
０
２
０
・
６
４
２
４
推
進

条
例
」
が
今
定
例
会
で
可
決
・
成

立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
本
年
の
第
一
回

定
例
会
で
、
県
民
の
生
涯
に
わ
た

る
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に

推
進
し
、
県
民
の
健
康
増
進
に
寄

与
す
る
た
め
の
条
例
制
定
に
つ
い

て
の
請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
議
員
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

条
例
の
内
容
は
、
県
民
自
ら
が

む
し
歯
な
ど
の
予
防
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
県
内
す
べ
て
の
地
域

で
生
涯
を
通
じ
て
必
要
な
歯
と
口

腔
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
て
定
め
、
そ
の

た
め
に
県
や
市
町
村
、
保
健
医
療
・

福
祉
・
教
育
関
係
者
や
事
業
者
・

保
険
者
な
ど
の
役
割
や
責
務
を
、

さ
ら
に
県
の
実
施
す
る
基
本
的
施

策
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
施
行
日
は
、
健
康
な
歯

の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
五
年
に
日
本
歯
科
医
師
会
に

よ
っ
て
十
一
月
八
日
が
「
い
い
歯

の
日
」
と
制
定
さ
れ
、
本
県
に
お

い
て
も
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
典
な
ど
に
毎
年
多
く
の
県
民
の

皆
様
の
御
参
加
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
二
年
十

一
月
八
日
と
し
て
い
ま
す
。

歯
と
口こ
う
く
う腔

の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
が
可
決
・
成
立
し
ま
し
た

神
達　

岳
志（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

横
山　

忠
市（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

遠
藤　
　

実（
民　
　

主　
　

党
）

黒
部　

博
英（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者


